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とは思えない.私 が先股原稿を書いて或雑誌社へ送 り,その初校が来たのでそれを見 ると,私が
漢字で書いたのが平仮名になっているところが多い.そ の内の 一部分を記すと,殆 ど(ほ とん
ど),極めて(きわめて),即 ち(すなわち),特 に(と くに),著 し(い ちじるし),乃 至
(ないし),始 まり(はじまり),丁度その頃から(ち ようどそのころから),従 って(したが
って),次 の如く述べて(っ ぎのごとくのべて),最 も(もつとも),甚 だ(は なはだ),全 く
(まつたく),或は(あ るいは),例 えば(た とえば),並 びに(な らびに)等 である.こ の他
にもたくさんある.以上の中には私の用いた漢字よりも()内 の仮名の方が適当と思われるも
のもないではないが,然 しわざわざ仮名に書 き直すには及ばぬと思われるものもある.徒 らに冗
長になって読みにくいものもある,この論文を読む人は仮名でなくても漢字が充分に読めるわけ
であるから,わざわざ仮名に直 して字数を増す 必要もない であろ う.殊に 「述べ る」を 「のべ
る」,「云い得ない」を 「いいえない」と書 き換えるなどは意昧もわか りにくくなる.これほど
までに書き換えられると筆者の意向が無視され過ぎているように思われる.






投 稿 内 規
1.原稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄稿者は年間購読者に限る.
2.原稿の長さは制限しないが簡潔にする.
3.原 稿は横書 き,当用漢宇,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要し濠い.400字
詰原稿用紙を用いること.附表,附 図はなるべ く欧文にすること.
4. 文献の書式は次の如くする.薯者名;誌名,巻 数:頁 凱 年次.
例 ・ 中 野=泌mVaet・1・110・ 昭30.Laza・u・,J.A.・J .U・ 。1.,45、527,1941.
5. 300語以内の欧文抄録を記し,之には欧文の標題,所 属機関名,ロ ・一マ字著者名を附け,
な るべ く タイ プ ラ イ ターを 用 い る こ と.
6. 掲載料は4頁迄毎頁500円,それ以上の頁,ア ート頁,図鶉 写真は実費を申受ける.別
冊20都撫 料贈呈 それ以上は蛾 を徴収する.この場合tr..lt予め希望部数を申込むこと.特別
掲載 も考慮する.
7.校 正は編集者が行 ちが希望により著者校正 とする.
8・原稿送り先鯨 都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部
